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（1）第70号

保
護
司
会
員
並
び
に
読
者
の
皆
さ
ま

住
之
江
地
区
保
護
司
会

会
長　

長
田　

幹
雄

　

コ
ロ
ナ
禍
が
丸
３
年
経
過
、
未
だ

駆
逐
に
至
ら
な
い
ま
ま
新
年
が
明
け

ま
し
た
。

　

平
素
は
、
更
生
保
護
活
動
へ
の
深

い
ご
理
解
と
ご
尽
力
、
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

保
護
司
会
報
が
第
70
号
に
達
し
、

記
念
号
と
し
て
お
届
け
し
ま
し
た
。

　

過
去
の
資
料
に
よ
り
ま
す
と
、
昭

和
49
年
7
月
22
日
住
之
江
区
誕
生
。

同
年
８
月
９
日
住
吉
保
護
区
か
ら
住

之
江
保
護
区
に
分
離
、
同
年
８
月
22

日
住
之
江
保
護
区
の
結
成
発
会
式
が

挙
行
。

　

し
ば
ら
く
は
、
社
明
大
会
の
会
報

と
し
て
発
行
後
、
昭
和
54
年
１
月
１

日
住
之
江
地
区
保
護
司
会
報
創
刊
、

以
後
44
年
間
に
亘
る
広
報
部
の
努
力

に
よ
り
、
号
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

先
輩
保
護
司
の
方
々
の
並
々
な
ら

ぬ
ご
努
力
の
成
果
で
す
。
感
謝
に
た

え
ま
せ
ん
。

　

今
、
時
代
の
変
遷
は
激
し
く
、
こ

れ
か
ら
先
も
変
化
・
進
化
に
適
応
し

て
行
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

我
々
保
護
司
の
更
生
保
護
活
動
、

即
ち
対
象
者
の
立
ち
直
り
、
再
犯
防

止
の
対
応
に
も
、
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

Ｐ
Ｃ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
ス
マ
ホ
を
用
い

て
保
護
観
察
所
・
保
護
司
会
会
員
相

互
の
情
報
共
有
、
各
種
報
告
書
提
出

等
に
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

の
で
す
。

　

時
代
に
乗
る
た
め
の
ツ
ー
ル
や
武

器
に
も
な
り
、
ス
マ
ー
ト
生
活
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

時
代
を
乗
り
越
え
、
持
続
可
能
な

会
報
の
あ
り
方
も
、
共
に
模
索
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。



第70号（2）

ごご  

挨挨  

拶拶

住
之
江
区
役
所

区　

長　

末 

村 

祐 

子

ごご  

挨挨  

拶拶

大
阪
府
住
之
江
警
察
署

署　

長　

川 

﨑 

和 

彦

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
お
健
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
長
田
会
長
を
は
じ
め
住
之

江
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
に
は
、

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
や
、

「
中
学
校
と
の
連
携
活
動
」
等
の
犯

罪
予
防
活
動
に
多
大
な
る
ご
尽
力
を

賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
常
日
頃
か
ら
社
会
奉
仕
の
こ
こ

ろ
を
も
っ
て
、
犯
罪
や
非
行
を
防
止

し
、
犯
罪
予
防
、
再
犯
防
止
の
活
動

に
献
身
的
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
ご

様
子
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
と

と
も
に
、深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
４
年
７
月
の
「
第
七

十
二
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
強

調
月
間
」
で
は
、
多
く
の
啓
発
活
動

に
も
ご
尽
力
い
た
だ
き
な
が
ら
、
地

　

住
之
江
区
保
護
司
会
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
者

へ
の
改
善
及
び
更
生
、
犯
罪
予
防
に

ご
尽
力
頂
き
、
ま
た
、
警
察
行
政
に

対
す
る
ご
理
解
、
御
協
力
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
住
之
江
区
内

で
は
、
自
動
車
関
連
犯

罪
を
は
じ
め
と
す
る
刑

法
犯
の
認
知
件
数
が
、

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
し
か
し
そ
の
一

方
で
、
言
葉
巧
み
に
高

齢
者
か
ら
現
金
を
騙
し

取
る
特
殊
詐
欺
が
増
加

傾
向
に
あ
り
、
ま
た
、

大
型
貨
物
車
に
よ
る
交

通
死
亡
事
故
も
発
生
す

る
な
ど
、
治
安
情
勢
は

予
断
を
許
さ
な
い
状
況

域
の
皆
様
や
各
小
中
学
校
、
各
団
体

の
皆
様
と
の
連
携
の
も
と
、
標
語
・

作
文
の
優
秀
・
最
優
秀
の
表
彰
式
及

び
区
内
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
会
を
織
り
交
ぜ
た
「
区
民
大
会
」

を
実
施
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
青

少
年
の
健
全
な
育
成
を
願
い
、
区
民

が
一
丸
と
な
っ
た
「
区
民
大
会
」
と

な
り
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

加
え
ま
し
て
、
応
募
作
品
の
中
か

ら
、
住
之
江
区
で
初
め
て
大
阪
府
推

進
委
員
会
よ
り
「
ひ
ま
わ
り
奨
励

賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
誠

に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
、
住
之
江
区
と
い
た
し
ま
し

て
も
、
住
之
江
地
区
保
護
司
会
の
皆

様
を
は
じ
め
、
区
民
の
皆
様
と
行
政

が
理
解
や
信
頼
を
深
め
、
協
力
し
や

す
い
環
境
整
備
を
大
事
に
、
今
以
上

に
「
あ
り
が
と
う
」
の
声
が
あ
ふ
れ

る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
、
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
住
之
江
地
区
保
護
司
会

の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
皆

様
の
ご
健
勝
・
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

か
ら
、
現
在
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て

各
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
」
を
実
現

す
る
た
め
に
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
者

の
更
生
や
犯
罪
を
生
み
出
さ
な
い
環

境
作
り
が
必
要
不
可
欠
で
、
重
要
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。
警
察
署
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
今
後
も
皆
様
方
と
連

携
を
密
に
し
、
犯
罪
の
予
防
並
び
に

検
挙
活
動
を
全
力
で
推
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
警
察
活
動

に
対
す
る
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
支

援
等
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



（3）第70号

大
阪
保
護
観
察
所

住
之
江
地
区
担
当
観
察
官

�

金 

子 

尚 

樹

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

住
之
江
地
区
の
保
護
司
の
皆
様
方

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や
か
に

新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
は
昨
年
四
月
一
日
付
け
で
千
葉

保
護
観
察
所
か
ら
異
動
し
て
ま
い
り

ま
し
た
古
山
正
成
（
こ
や
ま　

ま
さ

な
り
）
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
住
之
江
地
区
の
更
生

保
護
が
、
保
護
司
の
皆
様
を
始
め
と

す
る
更
生
保
護
関
係
者
各
位
の
御
尽

力
と
、
自
治
体
を
始
め
と
す
る
関
係

機
関
・
団
体
の
皆
様
か
ら
の
御
支
援

と
御
協
力
に
よ
り
、
充
実
し
た
制
度

と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す
。

　

昨
年
４
月
か
ら
住
之
江
地
区
の
担

当
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

金
子
と
申
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

住
之
江
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
方

に
は
、
日
頃
の
更
生
保
護
行
政
へ
の

多
大
な
る
御
尽
力
・
御
協
力
を
賜

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

住
之
江
地
区
保
護
司
会
報
記
念
号

の
発
行
に
つ
い
て
誠
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
社
会
情
勢
は
、
大
き
な
変

動
の
中
に
あ
る
と
言
え
、
更
生
保
護

に
お
い
て
も
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

や
地
域
社
会
か
ら
の
信
頼
が
求
め
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、
地
域
社
会

と
の
連
携
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
と

言
え
ま
す
。
ま
た
、
各
種
プ
ロ
グ
ラ

　

今
な
お
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
尾
を

引
い
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な

中
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
更
生
保
護
の
志

を
同
じ
く
す
る
保
護
司
、
更
生
保
護

女
性
会
員
、
Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
員
、
協
力
雇

用
主
等
の
皆
様
の
強
固
な
横
の
連
携

と
共
助
の
精
神
が
ま
す
ま
す
大
切
で

あ
り
、
我
々
の
拠
り
所
と
な
り
ま

す
。
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て
、
こ
の

難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
け
る
よ
う
、

保
護
観
察
所
と
し
て
も
精
一
杯
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
本
年
も
引
き
続
き
、
皆
様

の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

ム
を
は
じ
め
、
様
々
な
処
遇
施
策
に

つ
い
て
、
適
切
な
実
施
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

保
護
司
の
皆
様
方
に
は
、
こ
の
よ

う
な
情
勢
の
中
、
多
大
な
る
御
理
解

と
御
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
住
之

江
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
方
の
御
健

勝
を
心
か
ら
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
の
御
挨
拶

新
年
の
御
挨
拶

大
阪
保
護
観
察
所

所　

長　

古 

山 

正 

成

ごご  

挨挨  

拶拶



第70号（4）

　

住
之
江
地
区
保
護
司
会
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
並
び
に
非
行
防
止
に
お
力

添
え
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

の
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て

日
々
ご
尽
力
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
さ
ら
に
は
、
学
校
の

教
育
活
動
に
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
は
、
今
な

お
、
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
で
す
。
３
年
目
に
入
っ

た
今
年
度
も
、
各
校
で
予

防
対
策
を
徹
底
し
、
様
々

　

会
報
第
七
〇
号
発
行
、
誠
に
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

永
ら
く
積
み
重
ね
て
こ
ら
れ
た
賜

物
で
す
。

　

住
之
江
区
協
力
雇
用
主
会
は
平
成

二
九
年
一
〇
月
六
日
に
発
足
し
、
現

在
会
員
は
一
八
社
に
な
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
で
す
が
、
雇
用
と
住

居
の
確
保
が
再
犯
防
止
に
は

大
切
な
事
と
考
え
、
態
勢
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
題
記
の
理
事
会
が

令
和
四
年
一
〇
月
十
四
日
午

後
一
時
三
〇
分
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
阪
保
護
観
察
所
、
特
定

非
営
利
活
動
法
人
大
阪
府
就

労
支
援
事
業
者
機
構
に
よ
る

セ
ミ
ナ
ー
に
出
席
し
、
①

子
ど
も
た
ち
の

子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
向
け
て

健
全
育
成
に
向
け
て

大
阪
府
協
力
雇
用
主
会

大
阪
府
協
力
雇
用
主
会

連
合
会
理
事
会
に
つ
い
て

連
合
会
理
事
会
に
つ
い
て

住
吉
第
一
中
学
校

校　

長　

茨 

木 

久 

治

住
之
江
区
協
力
雇
用
主
会

会　

長　

平 

川　
　

司

な
工
夫
を
重
ね
て
一
定
の
教
育
活
動

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
校
に
お

い
て
も
１
年
生
に
向
け
て
「
薬
物
乱

用
防
止
教
室
」
を
実
施
い
た
だ
く
予

定
で
す
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ダ
メ
絶
対
」
の

視
聴
や
誘
い
を
断
る
ロ
ー
ル
プ
レ
ー

な
ど
で
生
徒
に
大
変
分
か
り
や
す
い

内
容
の
教
室
を
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て

も
開
催
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
連

携
強
化
研
修
会
も
実
施
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

今
後
も
、
住
之
江
地
区
保
護
司
会

を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
方
の
ご
支

援
の
も
と
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
に
向
け
て
、
引
き
続
き
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

「
立
ち
直
り
と
就
労
支
援
に
つ
い

て
」（
京
都
大
学
院
・
岡
部
健
教
授
）

　

②
「
就
労
に
伴
う
法
律
問
題
に
つ

い
て
」（
大
阪
弁
護
士
会
子
供
の
権

利
委
員
会
弁
護
士
有
志
）
の
講
義
を

受
け
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

一
八
時
か
ら
の
交
流
会
も
和
気

藹
々
な
雰
囲
気
の
中
で
語
り
合
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

住
之
江
区
協
力
雇
用
主
会
で
は
、

対
象
者
等
の
就
労
支
援
・
住
居
の
確

保
な
ど
に
尽
力
し
て
い
ま
す
。

　

福
祉
問
題
な
ど
で
相
談
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
雇
用
主
会
は
頑
張
り
ま

す
。
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来場者アンケート
★�社会を明るくする運動のポスターを目に
して参加したいと思い、実現したことに
感謝致します。標語・作文、生徒さんの
発表に心を打たれました。吹奏楽部の演
奏に元気をいただきました。

★�とてもとても良い大会でびっくりしまし
た!!心にグッとくる作品と吹奏楽の演奏
も、この心配事が多い時代に希望が持て
ました!!ありがとうございました。

★�小学生も中学生もみんなしっかりしてい
てスゴイなと思います。これからの社会
を背負ってくれる彼らにエールを贈りた
いと思います。

★�３人の作文に心うたれました。吹奏楽部
の演奏も素晴らしかったです。ハッピー
になりました。

★�コロナ禍の中ではありますが、このよう
に場を作ることが児童・生徒の意識の変
化を生み社会を明るくすることにつなが
ると思います。この運動をさらに広めら
れるように今後もよろしくお願いいたし
ます。

第72回「社会を明るくする運動」住之江区民大会

住之江区で初めて大阪府推進委員会より
「ひまわり奨励賞」を受賞

鍋島偉月くん（南港北中学校3年）
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第72回第72回
社会を明るくする運動社会を明るくする運動
街頭啓発活動街頭啓発活動

社会を明るくする運動

地域内のガソリンスタンドに
社明ポスター掲示のお願いです

各分会それぞれの地域での
街頭啓発活動

安
立
連
合
福
祉
会
館

平
林
福
祉
会
館

南
港
ポ
ー
ト
タ
ウ
ン

ダ
イ
エ
ー
住
之
江
店
前

加
賀
屋
商
店
街
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安
立
商
店
街

平
林
福
祉
会
館

南
海
住
ノ
江
駅
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

加
賀
屋
商
店
街

加
賀
屋
商
店
街

南
海
住
ノ
江
駅
付
近

ダ
イ
エ
ー
住
之
江
店

粉
浜
商
店
街

平
林
福
祉
会
館
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住吉大社駅周辺での
犯罪予防街頭啓発活動

　この日は天気も良く、日曜日ということもあって、七五三詣での親子連れで賑わう住
吉大社周辺で、住之江警察署員の協力を得て啓発活動。

11月6日㈰
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スミノエアートビート
犯罪予防街頭啓発活動

　あいにくの雨の中にもかかわらず、毎年人気のイベントということもあって、大勢の
人々の来場で賑わう中、区長はじめ、区職員の方々も応援参加。

11月13日㈰
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薬物乱用防止教室薬物乱用防止教室

薬物乱用防止啓発DVD鑑賞

ロールプレイに見入る生徒たち

興味を持たせる誘惑に負けない為のロールプレイ実践

薬物乱用の怖さを真剣に聞き入る 相手の気持ちをいたわるキャッチボール

住吉第一中学校

南港北中学校

真住中学校

新北島中学校

「薬物乱用防止教室」事後アンケート感想文
◦�薬物一回だけのこわさが知れた、その一回で人生が終わる感じがした
◦�もし誘われたのが薬物だったらどうしようと思っていたがロールプレ
イを学んで防げる事を知った

◦�薬物乱用はあまり怖いことではないと思っていたが実際はとても恐ろ
しい事だと感じた

◦�ヤクブーツはやめろ！
◦�薬物乱用で悲しむのは親や友達だけど困るのは自分
◦�薬物はダメだと思っていたが、こういう機会があるのはいいなと思っ
た

◦�絶対ダメということがわかりました、脳が破壊することがとても怖く
感じた

◦�配布されたパンフレットを見て一度はまったら抜け出せないのは怖い
と思った

　

「
薬
物
」
シ
ョ
ッ
キ
ン

グ
な
言
葉
で
す
よ
ね
。
一

般
社
会
の
中
で
は
異
様
な

「
薬
物
乱
用
」
と
い
う
こ

の
言
葉
の
響
き
を
テ
ィ
ー

ン
世
代
の
人
達
は
ど
う
受

け
止
め
て
い
る
の
で
し
ょ

う
か
？

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
か
ら
の
情
報
に
惑

わ
さ
れ
、
興
味
を
示
す
若

者
も
少
な
か
ら
ず
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

薬
物
乱
用
は
、
本
当
に

恐
ろ
し
い
結
果
し
か
生
ま

な
い
事
を
理
解
し
て
も
ら

う
た
め
に
も
「
薬
物
乱
用

防
止
教
室
」
を
継
続
し
て

行
い
、
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
薬
物
の
取
り

組
み
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

�

（
平
林
分
会　

佐
野
悦
子
）
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令和４年度令和４年度
中学校と保護司との連携強化研修会中学校と保護司との連携強化研修会

11月17日㈭　舞昆ホールにて11月17日㈭　舞昆ホールにて

各学校の担当の先生から現況報告・校内での生徒たちの様子・今後の取組み方
針・などについての報告をいただきました

【参加校】
住吉第一中学校
加 賀 屋 中 学 校
住 之 江 中 学 校
新 北 島 中 学 校
南 港 北 中 学 校
南 港 南 中 学 校
真 住 中 学 校
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住之江地区サポートセンターの
使用について

　住之江地区更生保護サポートセンター（以下「サポートセンター」と
いう。）は、住之江地区保護司会の活動拠点として機能を果たすため、
また会員が活動する場合の利便性を高めるべく設置されました。
　従って会員は、サポートセンターを訪問し、会議室等を使用すること
ができます。ただし会員は、一定のルールを順守し使用することが求め
られます。
　なお、急用等で、事務員や当番の企画調整保護司が不在になることが
あります。事前の在室確認をお願いいたします。

〒559-0017 住之江区中加賀屋2-6-15
ストークマンション住之江202号

TEL/FAX 06-7162-5458　Email：suminoe-sc@air.zaq.jp

保
護
司
委
嘱
を

保
護
司
委
嘱
を

受
け
て

受
け
て

敷
津
浦
分
会

地 

本 

公 

紀

安
立
分
会

中 

野 

浩 

一

分
会
だ
よ
り

分
会
だ
よ
り

訃　報
南　 　昌勝　様（住𠮷川分会）
令和4年3月16日　逝去（享年76歳）

中野　平一　様（住之江分会）
令和4年5月25日　逝去（享年66歳）
瑞宝単光章〔叙勲の栄誉に浴されました〕

令和４年５月25日付け

　

令
和
四
年
一
月
二
五
日
保
護
司
の

委
嘱
を
受
け
、
二
月
に
入
っ
て
新
任

保
護
司
研
修
を
う
け
ま
し
た
。

　

し
ば
ら
く
経
っ
て
生
活
環
境
調

整
、
対
象
者
と
の
面
接
な
ど
四
人
の

対
象
者
と
出
会
い
ま
し
た
。

　

最
初
の
頃
は
色
々
と
戸
惑
う
事
も

多
々
あ
り
ま
し
た
が
徐
々
に
で
は
あ

り
ま
す
が
、
柔
軟
に
応
対
出
来
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

何
よ
り
も
、
対
象
者
の
更
生
保
護

を
考
え
、
今
は
往
訪
を
中
心
と
し
た

面
接
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

対
象
者
と
の
接
触
は
始
ま
っ
た
ば

か
り
で
す
。

　

諸
先
輩
方
か
ら
の
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
を
賜
り
地
域
密
着
で
保
護
司
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
で
行
動

制
限
が
だ
さ
れ
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
生
活
環
境
と
今
の
生
活
環
境

が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
保
護
司
の
活
動
も
、
面
談

が
で
き
ず
、
電
話
か
メ
ー
ル
等

に
よ
る
活
動
に
よ
り
相
手
の
表

情
等
の
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
観

察
で
き
な
い
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。

　

当
地
区
に
は
、
神
社
が
２
社

あ
り
、
よ
く
あ
る
話
で
す
が
、

２
社
の
神
社
名
が
高
砂
神
社
と

高
崎
神
社
と
似
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
よ
く
間
違
え
て
来
ら
れ

る
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。
今

年
の
夏
越
祭
の
時
は
久
々
の
夜

店
の
出
店
も
あ
り
、
多
く
の

方
々
が
参
拝
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
は
、行
動
制
限
が

な
く
、多
く
の
方
の
往
来
が
予
想
さ

れ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
は
や
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

感
染
者
数
の
増
加
も
日
々
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
医
療
関
係
者
や
介
護
関

係
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
は
、

自
ら
の
体
調
管
理
、
家
族
を
含
め
た

周
り
の
方
々
へ
の
気
遣
い
を
行
い
つ

つ
、
こ
れ
か
ら
も
今
の
状
況
が
落
ち

着
く
ま
で
大
変
な
日
々
を
過
ご
さ
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
の
状

況
が
一
日
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の

生
活
リ
ズ
ム
に
戻
る
こ
と
を
願
い
ま

す
。
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令和4年度 大阪更生保護大会　住之江地区保護司表彰者

薬物乱用防止啓発活動の功績に対し保護司会に感謝状

瑞 宝 双 光 章　　川 瀬 惠 子　保護司

　

昭
和
五
十
四
年
発
行
の

創
刊
号
か
ら
、
四
十
三
年

間
途
切
れ
る
事
な
く
歴
史

を
積
み
重
ね
、
今
回
で
第

七
十
号
と
し
て
発
行
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

会
長
か
ら
「
節
目
と
な

る
七
〇
号
は
記
念
号
に
」

と
助
言
を
頂
き
例
年
と
異

な
る
形
の
会
報
を
作
成
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

毎
年
、
会
報
作
成
に
あ

た
り
関
係
各
位
皆
様
方
に

は
、
絶
大
な
る
ご
協
力
を

賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
保
護
司
会

と
地
域
と
の
連
携
強
化
に

努
め
、
住
み
易
く
安
全
安

心
な
町
、「
住
之
江
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
標
と
し

て
、
頑
張
っ
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
ま
だ
ま
だ
コ

ロ
ナ
感
染
状
況
の
収
束
が

見
え
な
い
状
況
の
中
、
皆

さ
ま
に
は
十
分
注
意
し
て

日
々
の
生
活
を
お
送
り
く

だ
さ
い
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

�

広
報
部
長　

森
本
誠
治

�

広
報
部
一
同

編
　
集
　
後
　
記

法務大臣表彰� 森　　　茂　廣
近畿地方更生保護委員会委員長表彰
� 佐　野　悦　子
� 越　智　俊　夫
近畿地方保護司連盟会長表彰
� 林　　　高　伸
� 加　藤　三和子
� 東　　　茂　生
� 髙　橋　眞理子
大阪府知事感謝状� 　東　山　和　子
大阪保護観所長表彰（保護司功労）
� 川　邊　敏　治
� 椋　本　世志子
� 大久保　尚　子
� 岡　　　栄　輝
� 南　塲　　　結

大阪保護観所長表彰（永年従事）
� 西　野　禎　郎
� 土　井　利　夫
大阪府保護司会連合会会長表彰
� 勝　原　真　一
大阪府保護司会連合会会長感謝状
� 森　　　里　江
� （家族）
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No.52No.52

住
之
江
区
更
生
保
護
女
性
会　

住
之
江
区
更
生
保
護
女
性
会　

会
長
会
長　　

川　

瀬　

惠　

子

川　

瀬　

惠　

子

つ
な
げ
よ
う
、
更
生
保
護
の
輪

　

平
素
は
更
生
保
護
女
性
会
活
動
に

ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
者
数
の
増
減
を
気

に
し
な
が
ら
も
「
見
守
り
活
動
」
や

「
子
育
て
支
援
活
動
」
も
各
地
域
で

実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
令
和
４

年
３
月
に
は
保
護
司
会
と
合
同
で

『
命
の
大
切
さ
を
考
え
る
・
子
ど
も

た
ち
を
被
害
者
に
も
加
害
者
に
も
し

な
い
た
め
に
』
を
テ
ー
マ
に
堺
市
在

住
一
井
彩
子
さ
ん
の
講
演
を
お
聞
き

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

新
年
度
、
三
年
ぶ
り
の
総
会
が
区

民
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
皆
様
に
お
会

い
で
き
た
時
は
本
当
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
改
め
て
日
頃
の
地
区
で
の

活
動
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
、
３
年
と
中
止
に
な
っ

て
い
た
「
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
報
告

研
修
会
」
が
、
９
月
８
日
、
東
大
阪

商
工
会
議
所
に
て
開
催
さ
れ
、
３
年

越
し
で
住
之
江
区
の
活
動
報
告
を
発

表
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
各
地

区
の
ご
報
告
、
ま
と
め
て
い
た
だ
い

た
委
員
の
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
い
た

し
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
以
前
の
よ

う
に
会
員
の
皆
様
と
研
修
や
楽
し
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
出
来
る
事
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
指

導
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

地
域
と
の
連
携
・
協
働
活

地
域
と
の
連
携
・
協
働
活

動
推
進（
ミ
ニ
集
会
）

動
推
進（
ミ
ニ
集
会
）

日
時　

令
和
４
年
６
月
17
日（
金
）

場
所　

�

大
阪
合
同
庁
舎
第
４
号
館
講

堂

参
加
人
数　

各
地
区
１
名

挨
拶　

大
阪
更
生
保
護
女
連
盟
会
長

�

西
尾　

薫

　

大
阪
保
護
観
察
所
長�

古
山
正
成

報
告　

地
域
と
の
連
携
協
働
活
動
推

進
モ
デ
ル
地
区
“
活
動
を
終
え
て
〟

発
表
者　

�

高
槻
地
区
更
生
保
護
女
性

会

　

更
生
保
護
の
心
を
伝
え
る
取
り
組

み
と
し
て
、
学
校
・
公
民
館
等
で
お

茶
会
、
矯
正
施
設
等
作
品
展
示
即
売

会
、
地
域
の
お
祭
り
、
文
化
祭
の
参

加
を
し
て
い
る
。

　

罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
に
陥
っ
た

少
年
の
立
ち
直
り
を
支
援
す
る
と
共

に
、
犯
罪
の
無
い
明
る
い
町
を
作
ろ

う
と
、
地
域
の
人
達
、
諸
団
体
の
協

力
を
得
て
、
女
性
の
立
場
か
ら
活
動

の
推
進
と
啓
蒙
を
行
っ
て
い
る
。
収

益
金
は
、
当
会
の
活
動
資
金
、
矯
正

施
設
へ
の
援
助
活
動
、
地
域
の
犯
罪

予
防
、
子
育
て
支
援
等
の
活
動
資
金

と
し
て
使
わ
れ
て
お
り
、
更
女
の
活

動
を
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
頂
き
、

頑
張
っ
て
伝
え
、
つ
な
ぎ
、
続
け
て

い
き
た
い
と
終
わ
ら
れ
ま
し
た
。

ビ
デ
オ
視
聴　

「
君
が
い
る
か
ら
」

テ
ー
マ　

子
ど
も
、
若
者
の
人
権

　

子
ど
も
や
若
者
が
社
会
的
に
成
長

し
自
立
し
て
い
く
た
め
に
、
人
と
人

と
が
、
関
わ
り
支
え
あ
い
な
が
ら
希

望
の
種
を
ま
い
て
い
く
、
そ
ん
な
社

会
の
実
現
を
め
ざ
す
人
権
啓
発
ド
ラ

マ
で
し
た
。

講
評
、
ま
と
め　

西
尾
薫
会
長

　

ミ
ニ
集
会
が
コ
ロ
ナ
で
三
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
一
つ
の
方

向
性
を
皆
様
と
共
に
、
集
会
を
持
て

た
事
、
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
一
歩
一
歩
活
動
の
輪
を
広

げ
、
犯
罪
や
非
行
か
ら
の
再
出
発

を
、
地
域
の
絆
で
支
え
、
私
達
の
地

域
を
、
私
達
で
見
守
っ
て
い
き
ま
し

ょ
う
、
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
で
あ
る
地
域
と
の
連
携

が
、
い
か
に
大
切
か
、
感
じ
得
た
一

日
で
し
た
。

加
賀
屋
東
地
区

加
賀
屋
東
地
区鎌　

田　

和　

子

鎌　

田　

和　

子



（15）第70号

日　

時　

令
和
４
年
９
月
８
日（
木
）

　
　
　
　

13
時
～
15
時
30
分

場　

所　

�

東
大
阪
地
区

　
　
　
　

東
大
阪
商
工
会
議
所

テ
ー
マ　

�

「
ひ
ろ
げ
よ
う　

つ
づ
け

よ
う　

つ
な
げ
よ
う　

更

生
保
護
の
“
わ
〟」

　
　
　
　

�

～
あ
た
た
か
な　

人
間
愛

を
も
っ
て
明
る
い
社
会
を

～

開
会
（
司
会
）

東
大
阪
地
区
更
生
保
護
女
性
会
副
会

長�

　

小
櫻　

亜
紀

綱
領
唱
和

大
阪
更
生
保
護
女
性
連
盟
副
会
長

�

奥
田
貴
美
子

開
会
挨
拶

東
大
阪
地
区
更
生
保
護
女
性
会
会
長

�

竹
中　

和
子

主
催
者
挨
拶

大
阪
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

�

西
尾　
　

薫

大
阪
保
護
観
察
所
民
間
活
動
支
援
専

門
官�

　

西
岡　

純
子

来
賓
挨
拶

東
大
阪
市
長
代
理　

福
祉
部
室
長

�

大
川　

寿
一

東
大
阪
地
区
保
護
司
会
会
長　

�

天
野　

正
亮

モ
デ
ル
地
区
発
表

住
之
江
区
更
生
保
護
女
性
会
会
長

�

川
瀬　

惠
子

令
和
４
年
度
大
阪
更
生
保
護
女

令
和
４
年
度
大
阪
更
生
保
護
女

性
連
盟
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

性
連
盟
第
４
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

　

令
和
４
年
度
定
例
総
会
が
５
月
23

日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
よ
り
住
之

江
区
舞
昆
ホ
ー
ル
に
於
い
て
会
員
40

名
出
席
の
も
と
、
岡
本
副
会
長
の
司

会
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
冒
頭
に
岡
本
副
会
長
よ

り
、
こ
の
度
川
瀬
会
長
が
保
護
司
と

し
て
の
29
年
の
功
績
に
よ
り
瑞
宝
双

光
章
を
受
賞
さ
れ
た
と
の
お
祝
い
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
川
瀬
会
長
よ
り
日
頃
の

ご
協
力
の
お
礼
と
、
お
祝
い
の
言
葉

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　

続
い
て
ご
来
賓
の
方
の
ご
紹
介
と

ご
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

・
末
村
祐
子
住
之
江
区
長

・
川
﨑
和
彦
住
之
江
警
察
署
署
長

・�

西
岡
純
子
大
阪
保
護
観
察
所
民
間

活
動
支
援
専
門
官

・�

中
野
紀
久
雄
住
之
江
区
社
会
福
祉

協
議
会
会
長

・�

長
田
幹
雄
住
之
江
地
区
保
護
司
会

会
長

加
賀
屋
地
区

加
賀
屋
地
区

広　

垣　

悦　

子

広　

垣　

悦　

子

令
和
令
和
44
年
度　

総
会

年
度　

総
会

・�

井
平
伸
二
住
之
江
区
役
所
協
働
ま

ち
づ
く
り
担
当
課
長

・�

藤
代
由
紀
住
之
江
区
役
所
協
働
ま

ち
づ
く
り
担
当
係
長

　

ご
来
賓
退
席
後
、
川
瀬
会
長
が
議

長
と
な
り
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

○
令
和
３
年
度
事
業
報
告

○
令
和
３
年
度
決
算
報
告

○�

令
和
３
年
度
特
別
会
計
、
大
会
積

立
金
報
告

○
令
和
３
年
度
会
計
監
査
報
告

○
令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）

○
令
和
４
年
度
事
業
予
定
表

○
令
和
４
年
度
予
算
（
案
）

　

こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
審
議
が
満
場

一
致
の
拍
手
を
も
っ
て
承
認
さ
れ
総

会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

愛
の
基
金
９
１
４
４
円
集
ま
り
ま

し
た
。



第70号（16）

加
賀
屋
地
区

加
賀
屋
地
区

峯　
　
　

啓　

子

峯　
　
　

啓　

子

新
北
島
地
区

新
北
島
地
区

東　
　
　

美　

幸

東　
　
　

美　

幸

　

令
和
４
年
度
よ
り
更
生
保
護
女
性

会
加
賀
屋
地
区
理
事
と
し
て
活
動
し

て
い
く
こ
と
に
な
り
、
今
ま
で
何
も

分
か
ら
ず
先
輩
方
に
つ
い
て
き
た
だ

け
の
私
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
先
輩

方
と
一
緒
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　

令
和
４
年
度
定
例
研
修
会
が
行
わ

れ
、
講
師
と
し
て
住
之
江
区
役
所
ま

ち
づ
く
り
課
の
多
田
和
世
様
が
「
巧

妙
化
す
る
特
殊
詐
欺
被
害
に
遭
わ
な

い
た
め
に
」
の
お
話
を
さ
れ
ま
し

た
。
大
阪
の
医
療
還
付
金
詐
欺
は
未

だ
全
国
的
に
ト
ッ
プ
で
、「
自
分
だ

け
は
被
害
に
遭
わ
な
い
」
と
思
っ
て

る
の
も
大
阪
で
す
。

　

大
阪
で
被
害
額
が
最
も
多
い
特
殊

詐
欺
は
、
子
供
た
ち
が
加
担
し
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
検
挙
さ
れ
た
２
割

が
子
ど
も
（
青
少
年
）
で
２
４
６
条

詐
欺
罪
の
懲
役
10
年
の
罪
を
背
負
っ

て
い
ま
す
。

　

「
日
頃
か
ら
の
周
囲
の
気
づ
き
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
子
ど
も
達

　

加
賀
屋
地
区
で
は
、
毎
週
月
曜
日

「
朝
の
声
か
け
当
番
」
を
８
時
か
ら

中
学
校
の
通
学
路
で
。
月
一
回
日
曜

日
朝
８
時
か
ら
北
加
賀
屋
公
園
清

掃
。
そ
し
て
毎
月
最
終
金
曜
日
夜
８

時
か
ら
メ
ン
バ
ー
全
員
で
夜
パ
ト
ロ

ー
ル
を
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
午
後
９
時
頃
に
公
園

の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
遊
ん
で
い
る
少
年

達
に
声
か
け
し
た
り
、
高
齢
者
が
夜

遅
く
に
一
人
で
買
い
物
カ
ー
ト
を
押

し
て
歩
い
て
い
る
の
を
見
守
っ
た
り

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
更
生
保

護
女
性
会
の
綱
領
に
あ
る
「
一
人
ひ

と
り
が
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
社
会
の

一
員
と
し
て
連
帯
し
心
豊
か
に
生
き

ら
れ
る
明
る
い
社
会
を
め
ざ
し
、
知

識
を
求
め
自
己
研
鑽
に
励
む
」
の
よ

う
に
こ
れ
か
ら
も
先
輩
方
と
仲
良
く

更
生
保
護
活
動
に
頑
張
っ
て
い
き
ま

す
。

を
、
そ
の
罪
か
ら
見
守
る
こ
と
に
な

る
」
と
実
際
に
会
っ
た
例
を
お
聞
き

し
、
コ
ロ
ナ
に
よ
り
３
年
ぶ
り
に
開

催
さ
れ
た
研
修
会
で
し
た
が
、
大
い

に
学
び
の
あ
る
研
修
会
で
し
た
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
の
活
動
紹
介

全
体
討
議
の
質
問
に
答
え
る

Ｑ�

マ
マ
コ
ム
の
参
加
人
数
は
何
人
？

　

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
人
数
は
何
人
？

�

住
之
江
地
区

Ａ�

だ
い
た
い
十
五
か
ら
二
十
名
で

す
。
ク
リ
ス
マ
ス
会
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
普
段
よ
り
多
く
四
十
名

ほ
ど
で
し
た
。
ハ
ン
ド
ベ
ル
と
楽

譜
は
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が

用
意
し
て
く
れ
当
日
四
人
で
二
回

ほ
ど
練
習
し
て
、発
表
し
ま
し
た
。

Ｑ�

プ
ー
ル
遊
び
は
何
歳
ぐ
ら
い
の
子

ど
も
か
？�

加
賀
屋
東
地
区

Ａ�

7
月
、
８
月
第
一
水
曜
日
に
、
参

加
者
は
８
カ
月
か
ら
４
歳
迄
の
子

ど
も
達
６
名
か
ら
20
名
で
、
母
親

が
水
遊
び
の
相
手
を
し
て
い
ま

す
。
更
女
と
し
て
は
、
ま
わ
り
を

見
守
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ�

バ
ザ
ー
は
会
員
独
自
の
開
催
で
す

か
？�

安
立
地
区

Ａ�

会
員
だ
け
で
年
１
回
10
月
頃
開
催

し
て
い
ま
す
。

Ｑ�

宝
珠
園
夕
食
サ
ー
ビ
ス
の
頻
度
は
？

Ａ�

年
８
回
、
１
月
～
６
月
、
９
月
～

10
月
で
す
。

新
理
事
に
な
っ
て

新
理
事
に
な
っ
て

研
修
会
報
告

研
修
会
報
告

　

コ
ロ
ナ
自
粛
が
緩
和
さ
れ
た
と
は

い
え
、
ま
だ
ま
だ
感
染
者
が
多
く
油

断
で
き
な
い
日
々
。
行
事
も
気
を
付

け
な
が
ら
行
う
一
年
で
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
も
モ
デ
ル
地
区

発
表
地
区
と
し
て
３
年
ぶ
り
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
皆
様
ご
苦
労
様
で
し

た
。

ま
と
め

大
阪
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

�

　

西
尾　
　

薫

地
域
と
一
緒
に
様
々
な
取
り
組
み
を

実
践
さ
れ
て
い
る
。
更
女
だ
け
の
夜

の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
今
ま
で
と
違
う
取

り
組
み
で
活
動
に
感
謝
し
た
い
。

あ 

と 

が 

き



令和４年度 保護司会年間行事
１月20日 新年懇親会（中止）

３月15日 定例理事会

３月18日 薬物乱用防止教室（住吉第一中学校）

４月14日 定例理事会

５月12日 地区保護司会代表者会議・薬物乱用防止教室（①真住中学校）

５月17日 薬物乱用防止教室（②真住中学校）

５月19日 令和4年度保護司会総会・第1期定例研修会

６月７日 定例理事会

７月１日 薬物乱用防止教室（南港北中学校）

７月８日 薬物乱用防止教室（新北島中学校）

７月12日 社会を明るくする運動街頭啓発活動・定例理事会

７月16日 社会を明るくする運動住之江区民大会

９月14日 定例理事会・第2期定例研修会

10月27日 大阪更生保護大会

11月６日 犯罪予防街頭啓発活動（住吉大社駅周辺）

11月13日 犯罪予防街頭啓発活動（スミノエアートビート）

11月17日 定例理事会・第３期定例研修会・中学校との連携強化研修会

住之江地区保護司会ホームページ
https://suminoe-hogoshi.org/

QRコード



人はみな、人はみな、

生かされて生かされて

生きてゆく生きてゆく
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